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雜

.錄

ク

セ

ノ

0

馨
に
現
れ
f

經
濟
i

眾

j

诚

5

3

,

大
視
せ
る
こ
と
、
彼
が「

雅
典
の
收
入」

中
に
表
明
せ
る 

fi
f
tf
ff
i

の

實

行

可

能

な

る

を

襄

も

疑

ふ

こ

と

な

'か

ら

し 

に

徵

し

T

明

か

.f

可

し

.

。
.而
も
■彼
.が
產
«
の
«
會
化
' 

に
關
す
る
近
代
的
學
說
を
主
張
ず
る
に
當
，

CV、

，
偸

a

的 

又

'
は

政

治

的

見

：
地

ょ

々

せ

^

し

て

之

を

經

濟

的

理

由

.に 

求
め
た
る
^

、

«

が

.
p
:r
。
'̂
及

び 

を

« 

饱

し

て

近

代

#

會

主

義

潘

に

镇

办

つ

、

あ

る

を

思

は

し
 

む

る

も

の

あ

る

な

，.
^

(

同

^

ず

)

0

然

れ

ど

も

是

に

對

ず

る
#
の
經
濟
的
論
據
：は
毫
も
庶 

:-
K
の
幸
福
ビ
交
涉
有
る
に
非
ず
。
怀
ビ
な
れ
ば
彼
の
提 

案
.に
從
へ
ば
、
庶

民

は

悉

く

奴

隸

た

る

可

き

.運
命
を
有 

す

る

も

の

に

し

て

、
，
固
|

彼

等

に

十

分

な

る

政

治

上
• 

の
諸
舰
^
を
與
ふ
る
こ
と
を
拒
み
て
、
雅
典
の
sf
c

s
な 

る

民

主

主

義

に

反

對

し

S

ヽ
貧
窮
な
る
市
民 

及
び
外
人
と
雖
、
之
を
鑛
坑
に
使
役
せ
ん
と
せ
ず
、
却 

て
.所
J
Tb
民
一
人
に
對
し
三
人
の
割
合
を
以
て
奴
鍊
を 

公
有
し
、
以
r
ff
l
家

の

收

入

を

擧

ぐ

可

し
S
生
張
せ
る

、
5

b

(

R
e
v
-<*
•
<3
0
0
彼

は

軍

に

市

位

の

(«
1

に

.於

け

る
 

4

翁

困

.
を
絕
滅
せ
ん
と
欲
し
た
る
の
み

(

同

3

3

X

彼

は 

観

家

が

幾

多

：
の

產

業

.
に
-
於

て

其

經

營

*

た

る

可

&

を
-
欲 

し
た
々
。_國
有
商
船
.

(

同

.

iif. 

14,)、

奴
隸
隸
の
：
务

有

.

.

.

(

同
 

一

ず

H
7
.

)

、
鑛

坑

の

.
公

経

：營

(

.鑛
坑
ぼ
當
時
旣
に
大
部
分
：；
 

.公
有
た
々
し
も
.
、
.
.
而

：
も

私

人

：
の

」

經

營

に

馬

せ

：
り

)

，

(

,
 

iv.)

、鑛
坑
附
近
に
移
住
す
る.者
に
.對
し
て
賃
«
せ
ら
；る
. 

可
き
公
有
家
屋(

同
：'
4
P

)

等
は
»
て
其
計
鸯
に
«
す
冬 

4 

富
者
味
這
般
.の
：企
_
に
：對
し
'て
出
_
せ
ざ「 

る
を
得
ぎ
る
も
、‘：
而
も
其
利
子
^
し
て
出
®.
額

の

‘
—
,
割 

八
分
、.
三
割
2£
分
乃
至
..ニ
，
十

割

の

_

得
|:
得

可

し(

同
：
 

iii. 
9-11..)。

而
し
て
鑛
業
に
於
け
る
個
人
企
業
，の
危
險 

\ 

.を
除
去
す
：る
*>
爲

に

:̂«
社

を

組

織

せ

も

む

る

を

得

可
 

i

而
'し
，て
是
等
私
企
業
者
の
寶
社
茗
蓉
業
の
冬
れ 

ビ
の
間U

は
何
等
#
益
の
.衝
突
な
き
の
み
か
、
.却
て
鑛 

業
に
'從
箏
す
る
漭
多
.含
に
從
ひ
其
利
得
を
大
な
ら
し
む. 

る
を
得
可
し
e
做
：せ
h (
同
.
.

fv. 

30-32.}

o
彻
ぐ
て
贫

.
困

は

其

跡

を

絕

：ち

、
，
共

同

0
.

資
源
に
依
&
て
全
朮
民
悉 

く
十
分
な
る
滿
足
を
得
、
而
し
て
國
家
に
取6
繁
榮
と
- 

安
定
と
の
時
代
を
齋
す
に
茧
る
可
し

(

同

i
v 33., 4

9
— 

穸

VI.

.I..)

。
要

之

、
彼

.
の

主

張

は

私

有

資

本

は

單

に

.

其
. 

所
有
者|

個
0;
當
裕
を
來
す
に
過
ぎ
ざ
，る
に
反
し
、
國
：
 

有
資
本
は
全
市
芪
を
し
.て
洽
く
竄
裕
な
ら
し
む
る
上
に 

於

.t
e
it
多
大
な
る
利
益
を
擧
で
る
を#
可
し
£
云
ふ 

に

在

る

も

の

な

同

，

ivr,I4. 

#
^
>
。

.

從

て
><
6

§

^

§

は
|1

家
の
人
ロ
を
制
限
す
る
の̂
 

耍
を
見
ず
、.
寧
ろ
其
增
加
を
以
て
彼
が
訃»-
の
結
：果
と
.

； 

し
，で
生
^

可
き
刺
益
の
一
と
做
し
、
都
市
は
：是
に
由h 
.
一
 

て
旋
で
人
ロ
頗
る
綢«

ビ
爲
6
.
、
«.

し
て
鑛
山
附
近
：の

.
一
 

地
味
幾
許
な
ら
ず
し
て
雅
典1

に

於

け

る

土

地

ビ

等j 

し
ぐ
高
價
な
る
に
至
る
可
し
マ

J

主
張
せ
な
な
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た
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^
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ジ 

o、卜
一> 

十
八m
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_

‘
， 

野

'
村

兼

■
太

郧

：

:貉
濟
學
は
價
値
選
擇
を
基
本5
す
る
文
化
科
學
の」 

ビ
し
で
其
极
本
槪
念
が
價
値
論
に
あ
るt
す
は
論
中
ー
る. 

ま
で
も
な
ぃo

然

る

に

斯

ぐ

中

心

的

重

要

な

を

嫌

^

な 

る
に
も
拘
ら
ず
、
其
慣
値
論
たa
:や
紛
.純
錯
雜
し
其
歸 

M
を
す
ら
見
出
し
得
な
い'。
S
く
は
y
^
g、Heraklft,: 

x
e
n
o
^
p 
の
昔
ょ
-

cv

庇
く 
ば 

N
e
u
m
s
y

 M
a
r
^
B
5
,

 

h
m
-
B
a
w
e
r
k

の
今
忙
茧
ま
で
、
幾
多
の
學
漭
論
客
に.依
< 

つ
て
攻
究
せ
S
れ
、
而
も
充
分
な
る
解
決
を
與へ
ら
れ 

な

い

で

居

る

.
。

然

ら

ば

何

故

に

斯

ぐ

紛

糾

す

る

の

で

あ
 

ら

ぅ

か

？

そ

も
—

-

憤

値

論

の

极

本

は

何

か

？
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雜

錄
經
濟
愤
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論
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,

此

一

小
酃
文
に
於
て
、
此
千
古
の
大
間
M
を
す
ベ
て 

解
決
し
や
ぅ
と
云
ふ
の
で
は
素
ょ
b
なS

。

又
如
斯
容 

,
 

.易

に

解

決

し

得

ら

る

、
も

の

S
も
思
つ
て
爱
い
。
併 

( 

乍

.&
余
は
常
に
.ぁ
.ら
ゆ
る
經
濟
問
題
に
先
立
つ
て
、：
經 

■■
:

,,
 

濟
學
は
锻
し
て
獨
立
せ
る
科
學
た
b
得

，
る
、
や

®

や

の

間
 

6

V
 

:

@
の
解
敗
を
求
め
や
欲
しV

®
る
。
若
し
科
學
た 

、
 

'
ご

'

.

h
得
‘る
と
せ
ば
其
獅
自
の
硏
究
範
II
ば
如
何
。
其
方
法

は
如
何
。|[
1
に
そ
は
良
然
科
學
1
\、2±1
0
:氤
5
5
3
5
<
:
1

^
^
で 

ぁ
る
か
、
成
は
又
文
化
科
學

Kultur w
i
s
s
s
s
c
h
a
f
t

で 
•

ぁ
る
か
。
而
し
T -
そ
の
哲
學
的
根
據
は
如
何
。
余
は
從
來 

此
等
の
.問
題
に
不
«
を
起
し
其
根
本
的
解
決
を
欲
し
て 

居
た
。
其
思
索
の
結
报
は
未
だ
明
*
る
も
の
で
は
な
い 

け
れ
ど
も
、
余
は
經
濟
學
は
一
の
文
化
科
學

(Rickert 

と
は
稍
々
異
り
た
意
哝
の

)

と

し

て

其

«
#'
の

研

究

範 

圍
を
有
せ
る
も
の
と
思
惟
す
る
に
至
つ
，た
。
.派
し
て
終

,

に
其
极
本
槪
念
た
る
惯
値
論
に
思
ひ'至
つ
て
、
秘
‘に
從 

. 

來

の
.
^
濟̂^

^
5̂
.

論

に
^
5し
^

像

き

足

ら

灯

感
^
}抱

ぃ
^.

_

第
十
一
號 

ー
0
ニ 

'.
殷
た
。
認
を
根
據
ビ
せ
ざ
る
價
値
論
？
极
本
を
閑 

却
し
て
末
葉
.を
の
み
論
ず
る
從
來
の
®
値
論
に
對
レ
て 

不
服
な
§
を
得
な
い
。
余
は
佘
の
思
惟
す
る
憤
値
.論
が 

完
，全
次
る
も
の
:̂
は
信
じ
て
居
な
い
。
併
し
從
來
の
务 

の
思
索
の
^
果
と
し
で
少
く
と
.も
論
11
上
^
當
で
あ
る
. 

と
言
ず
る
。
：
：

’

.
•
.要
す
る
に
佘
が
從
漱
思
考
し
讀
書
し
來
た
.れ
る
結
果 

の
.1

部
を
陳
述
し
て
、■
殳
覺
の
吣
ぜ
を
仰
が
ぅ̂

ま
' 

す
.̂
._の
み
で
あ
る
。

■

■「

'
.

:
經
濟
學
が1

方
人
間
め
實
際
經
驗
を
基
礎
と
す
る
も 

の

，
で

あ

る

以

上

、
，
，
其

價

値

.論

は

常̂

當

時

の

^

^

思

溉
‘
 

か
ら
離
れ
て
考
る
乙vj

は
出
來
«•
い
。
を
れ
と
共
に
.他 

方
人
間
思
惟
の
所
產
で〖

あ
る
か
ら
に
は
、
常
時
の
®
學 

思
潮
ょ
b
離
れ
て
考
へ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

©
，

ft
调
輝
の
佥
歷
史
を
通&
す
&
時
は
、
明
叱
當
時
の#
.
.... 

學
思
想
及
び
社
會
思
.想
を
背
燉
と
し
て
！

^
る

Z
マ

」

が
解

.る
？
’佘
は
僧
値
說
を
眞
に
理
解
せ‘ん
に
ば
此
等
の
.思
想 

を
も
合
せ
知
る
必
5?
が
&,
る
ビ
思
ふ
。

昔
ょ
纟
现
在
に
至
る
迄
幾
多
の
學
說
が
存
狂
し
S
、に 

論
難
せ
.る
は
前
述
の
如
く
な
る
が
、
尙
其
間
互
に
比
較 

し
考
瘵
す
る
時
は
自
ら
向
は
ん
と
す
る
一
方
向
.が
存
す 

る
。
即
ち
現
在
に
於
て
は
所
鼢
主
觀
的
惯
値
論
に
傾
ぐ 

も
の
で
.あ
る
。

此
僧
向
の
深
き
根
泥.は

何

で
.^
ら
ぅ
か
？

余
を
以
て
見
れ
ば
惯
値
問
題
も
亦
か
の
歷
史
上
の1

J 

傾
向
、
即
ち
希
臘
思
潮H

d
l
e
r
i
s
m
.

と
基
瞥
敎
的
精
神 

ビ
の
一1

大

潮

流

に

伴

隨

す

る

も

の

、
や
ぅ
に
.
思

は

れ 

る
。
勿
論
三
千
，餘
年
の
歐
.洲
文
明
は
多
樣
多
端
の
要
素 

か
ら
成
立
し
で
居
る
か
6
、
直
ち
に
此
ニ
つ
の
思
想
の 

み
を
以
て
社
會
全
般
の
現
像
を
斷
定
す
る
の
は
®
だ
.危 

險
で
あ
る
。
又
®
値

問

.®
自
身
，̂
就
て
も
同
時
代
に
必
，
 

,す
同
.一
主
張
の
.み
存
{壮
す
.る
譯
ヤ
は
な
ぃ
。
反
對
の
.，學 

說
も
主
張
さ
れ
る
。
併
し
乍
ら
大
體
に
於
て
斯
く
ニ
大 

'
',
贫
1:
ー

卷

C
五
八
九)

雜

.錄

雜

游

論

,

，思
潮
#
互
■
:!
.

_
々
.價
値
_
題
も
大
體
此
，傾
財
P
麻 

y

一
 

定
'の
方
向
に
、向
.ふ
と
云
つ
，て
も
差
岡
無
い
€
思
-ふ 

,

希
臘
思
潮
ば
人
間
ら
し
き
人
^
努
愈
ん
じ
‘自
.
&
を
尊 

重
ず
る
，の
念
强
く
親
世
を
讃
美
し
主

®
的
で
あ
る
.o
’ 0 

に
反
し
て®
督
敎
的
|
|
»は
人
g
i-
り
も
#
/
‘、入
自
！
J
_
 

ょ
6
靈
性
：を#
び
■

的
氣
a;
強
く
、
來
世
を
鱗
み
客 

R
的
で
あ
る
。
希
臘
の
神
々
で
あ
' る
〃J

^:'

ぼ
ヴ
やj

目
。 

と
猶
太
の
人
の
字
た
る
ク
ジ
ス
トw

を

此

觀

也̂:
ょ

く 

其
對
象
を
知
b
得
る
で
あ
ら

5

0

:

«

#の

_

の

何

ぞ

入 

間

味

を

帶

び

、
：
後

漭

：
の

人

0
子
の
何
ぞ
猶
的
神
_
^
富 

め
る
。
然
る
に
現
在
に
於
て
は
か
の
十
五
世
，紀
に
：其
端
：
 

•5
r
發
し
たR

e
n
a
i
s
s
a
n
c
e

以
後
人
問
の
大
自
覺
を
恭
趣 

じ
、L

u
t
h
e
r

の
宗
敎
改
革
、
«

3
西
革
命
、
.其
他
十
 ̂

世
紀
の
諸
變
®i
、

及
び
ニ
十
讹
紀
の
現
在
，，の
辦
槳
相
爽 

で
、
次
第
に
か
の
希
臘
思
潮
の
復
，游
勝
利
と
な
つ
.‘?̂
'
':̂

,こ
れ
價
値
問
題
の
解
決
を
求
む
る
に
主
»
的
彩
'6
を
强 

く
レ
限
界
的
效
用
說
，の
益
々
#
力
を
傲
た
所
以
で
は
あ 

' 

’

m
f
l 

鰥
、
•
. 

j
o
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.
以

下

现

論

的

叙

述

に

入

る

に

先

立

つ

て

现

在

、の
問
遛 

を

離

れ

て

、
極

め

て

甜

眾

な

る

歷

史

的

考

察

⑴

を

な

し 

常

Hi
.の
，社

貪

及
び
0
0
,
思
想
&
{!
#
_
題

e
の
關
係
が
，
 

如
何
に
密
接
な
る
か
を
明.に
し
た
い
と
思
ふ
。(2
)

0

一
、
歷
炎
的
叙
述̂

關
し
て
參
考
せ
し
前
な
る
帮0

は
龙
の
如

' 

Irever:—

 

A

 HHory 

o
f 

Greek 

Eoonomic 

Thought*

-

,INaala, 

R?_ 

s

e

oesclllchtliche 

Entwickkng der 

V
. Mo

d
§

s

 wel

ctheorien' 

. 

.

.I
H
n
g 口 m;

f

 

A

 History of PCKticai'Eccnomv.

,
w
o
l 
^

1 

philosophy

§.
d PO

I
i
t
i
c
a
r
E
c
o
n
o
m
y
.
: 

t
p 
K
. 

w
-
y 

The Trory 

0
5 

vijae before A
d
.
:
m

，一
 

 ̂

M
o
o
? 

\ 

.

.

钫
で
ぁ
.る
。
以
上
_の
：內
$

|
の
著
部
|:
.質
ふ
所
最
も
多
い0 | 

訪
ニ
、
辦
濟
學
が.文
化
科
摄
.0|

つ.で
あ
-ス-以
上
.、
其
里
命
，

ノ
 

(:
^
常
に
«
史
的
研
究
^
必
製
と
す
石0
.
,
.
何
と
.̂:
れ
__ば.其
科
學
：.

•

の
對
象
た
ん
文
化
は
填|:
视
在
の
狀
態
幻
み
に
あ
ら
す
し
て
、 

過
去
;0
歷
^
の

累

稜

で

ぁ

ふ

か

ら

^
あ

る
0
倚

此

拓|:
1
し

て 

■

は

後

に

於

て

齚

論

す

る

。

.

'郛

臘

時

代

に

す
^'
に

純

然

た
各
.經
濟

學

說

あ
€ 
.す
.

、
 

第
十
'
1«

一
 O

四 

•,
'
る
は
元
ょ
牽
強
附
會
の
謗
を
免
れ
な
いo.
彼
等
の
經 

濟
思
想
ビ
ーK

ふ
べ
き
洛
の
.は
頗
る
軍
純
に
し
て
公
私
の 

觀

濟(private and PLib

-,c 

e
c
o
n
o
m
y
}

の

昆
It
-
H 勿

論
、
偷
理
間
題
政
策
鼎
題
ビ
經
濟
純
理̂
.の
區
別
す
&
: 

存
し
て
居
な
か
つ
た(1
)
。

併
し
乍
ら
此
秫
の
浞
淆
を
牝 

て
す
る
學
.者
が
现
在
に
於
て
す
ら
、
な
い
ミ
は
云
は
ガ
• 

な
い
。
ま
し
て
：音
人
は
彼
等
の
經
濟
學
說
を
論じ
や
ぅ 

と
す
る
の
で
は
な
い
。
彼
等
の
寧
物
に
對
す
る
經
濟
的 

偕
値
判
断
を
見
^

へ
す
れ
ば
メ
ぐ
れ
で’い
\
の
で
あ
る
。 

彼
等
.が
偸
堙
若
し
く
は
宗
敎
等
の
思
想
と
浪
同
せ
る
中.
 

に
自
ら
.經
濟
的
剑
睛
の
得
す
る
以
上
、
余
は
彼
等
の
輝 

濟
的
價
値
判
斷
を
'論
.し
#
る
苳
信
ず
る
0 

併
し
此
等
の
價
値
剑
暫
最i
明
癖
に
承
し
た
者
燸 

か
の
.Ad

s
t
o
t
e
o

足
.

3

004
-3
2
2
: 

B. 

C.)

へ
で
あ
•る
。
財
の
交

換

麗

！
l
e
r
t
i

1aB
5
^
G
e
H
m
l
l
c
h
w
e
r
t
》

の
概
念
を
明
に
上
不
し
な
の
は
彼
で
あ
つ
た0
(2

)

彼
は
奪 

饋
の
交
抆
慣
値
を
人
間
の
，主«

の
，欲
留
11
*

情
か
ら
說
.«:

I
Ik
p.

I
I
I
1
i 

1. 
I

他
'は
人
間
は
^.
6

t
と
迄
誇
.稲
せ
る
彼
等
は
J；
に
^

^

.

, 

紂
に
名
劣
ら
ぬ
g
q
。
.の
'如
き
暴
君
を
戴
&
同
族
相
.食
.，

み
殘
忍
暴
惡
，を
極
め
て
居
た
。
か..の
.猛

獸

を

'
し

て

奴

隸
 

罪
人
等
を
噬
.殺
き
せ
た
と
聞
く
-

^
覽
場
%.
、
彼
等
：̂

殘
忍
を
翁
辑
る
名
殘
节
あ
る
。
此
等.

S

狀
浞
は
す
で
は〈

G
i
b
b
§

©
^
u
e
c
l
i
s
:

 

a
M

 

Fail 

o
f the 

R
o
s
a
r
l

し
.た
^
ふ
b
見

.れ

ば

ヽ

彼

は

*
«
派

.の®J
始

者

で

ぁ.る
-:。 

併
し
.彼
•ば
二
方11、

つ
の
财
が
^
^
値
で
ぁ
る
が
轉
に
は
，
 

何
か
，同i

そ
れ
自
身
：

&
そ
' 

の
’物
の
內
に
ぁ
る
こ
と
.を
必 

.
耍
と
す
务
ビ
云
つ
て
居
る
？
而
知
て
：
.價

値

：の

客

觀

性

.を 

'«
生
論
的
忙
分
析
す
る
乙
と
に
其
解
決
の
途
を
求
め
て
へ 

.屠
る
，

.
’
 

•

.

.

.
 

'
 

誅
.1、
前HT§

er;:—

 

pp.'s” 

. 

許 
ニ 

■ 

e
o
>-
nevcrvthin

ffQ

名
げ
0-
ぱ 

 ̂possess there are t-̂vo uses 

|

‘

CToth'belongrn

aQt

o'. the.tHn『
as sucb-'.but 

not. in: the 

一
 

I
 

.

.

.

.

.

'sa,

日 e ..manner『for.

'o
n
e，

is: the,proper ,an.d- the', other 
.
t
'
n
fbj 

i

日 proper. o

.Hsecondarv、us‘e of it，.^

,or:example.: 

I. 

(Axistoteles:—
RPOIitics.tr. by Jowst 

s
e
c
i
、

ノ
 

™

驗P

前
撖-K

き
 
丫 

s. 263 

.
 

、Ar
i
s
t
o
t
e
k
s

の
5
星
墜
ち
て
以
來
約.千
五
首
年
の〗

間

\

,
大
ル
激
多
の
鮮
星
が
現.れ

た

が
,>
'

燦
然
.た
^

巨

基

に

は1 

遠
く
及
ぶ
.
ベ
ぐ
も
.な
'か
つ
.
•た
。

:

..

#:
)]
!
文
明
は
^

び
て
跄
幽
點
を
棄
て

 

> 
羅
典
民
靡
の 

本

來

性

を

加

へ

て

こ

、
に
羅
嘏
の
文
明
は
，

•典
つ
た
。
極 

端
^

^

_家
的
利
己
主
義
。
羅
縣
.の
市
民
を
除
い
，て
は 

.
瑢
方.5 

a

五
九二)

.

雜

錄

i

f

m

Empire.》
M

o'Enlhsen.

の 

p
H
h
e 

History 

o
f 

R
o
m
e
.
、) 

等
に
.明
細
^
記

岑

れ

、

叉

：
か

の

.

s
i
e
n
M
e
w
i
s

の

e Qu
o

 

Vadis ?
》
「

何
®-
へ

行

く

」

と

な

纹

，

F
a
r
r
a
r

0'「

_

i
 

黎

明」
《 Darkness and 

D
a
w
r
i

ゴ
ど
な
つ
て
す
でV

人

の

知

れ

る

所

で

ぁ

る

”

此

琪

露

快

樂

書
0
:反
®.
'-:

«
な
A
て

こ

、
に
起
.つ
.て
■

思

湖
.】

そ

前

■

ベ
た

希
®
哲

―

の

代

办

に
基
督
敎
が
.思
想
界
^
支

：顿

し"
M
M
0 

i

s
 
K 

代
る
に
聖
書
的
意
味
のQerecHte’

、
せ

な

つ.た

。‘人

間

：

眛
の
勝
つ
穴
生
活
か
ら̂

敎
的
生
^
.に
道
入
つ
.て
、
^.
- 

の
利
己
的
肉
的
な
風
俗
は
利
他
的
：禁
欲
的
方11
に
移
7 

.

激
十一

號 

ー
〇
苯
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第
十
i
 

(

.
5九
，I

P
雜

錄

經

濟

⑽
値
論. 

て
.行
つ
た
。.
か
、
^
時
代
を
背
^

S
し
、.
かA

る
思
想 

V
:

. 

の
激
變
に
會
へ
5
當
時
の
價
値
論
は
如
何
？

論

す

る

迄

も

な

く

其

思

潮

プ

共

に

同

一

方

向

に

變

化 

.

す

る

。
羅

埸

のJU
H
S
P
a
d
e
n
z

は

偕

値

剑

斷

は

正

義

に 

依

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

ビ

し.だ
。

p
g

 

lu
c
rd
m

 

w
e
q
u
itu
r q

u
i m

in
is

 e
m

it u
t p

lu
s

 

Ve
na«
-
a
t
4 

へへ
 q

u
i

U
CI
W 

VQ
u
am d

e
d
e
n
t a

c

'oip
iv

 u
s
iira

s

 

e
x
p
e
lit

-i;
《
m
p
in
a
m

 

:

• 

『a
c
it 

q
u
i'u
s
u
ra
m

 a
c
c
c
ip
it̂

(l)

等

の

思
®
 
o
w
lt
み
を

, 

者
じ
綱
占
を
排
し
不
當
刺
得
を
禁
ず
る
の
觀
念
は
か
® 

有
名
な
るJ

u
s
t
u
m

ヲ
&
1目
の
槪
念
^-
歸
す
る
{2
)
。
^
當 

な
る
^I

J
U
S
t
u
m

 pretium 
.
を
使
用
:1
»
の
基
本
ビ 

:

’
 

.

.な
1>
,、

こ
れ
ょ
り
出
發
し
て
白
常
の
取
引
交
換
の
價
値

剑
斷
の
檩
準
S
し

や

ぅ

と

し
/
a
。

て

、
记

至

つ

て
一
の 

假
定
を
必
3?

と
す
る
。
即
ち
人
間
の
正
し
き
欲
蟹
を
.拙 

' 

象
的
に
測
定
し
得
る
典
型
的
人
物
で
ぁ
る
。
.此 

n
o
r
m
a
l

‘

. '康

論

■
菜
-
-
-

馨
日
_

_

間
^
康

的

®
職

：
.

、
 

を

全
.<
 相
等

し

い

ビ

見

做

し

、.こ

、
に
始
め
.：て

客

餽

的
.

#
I

I
1

第

十

一

號

一

〇
六 

.な

る

J
U
S
H-
m p

re
tiu

m
/

の

說

ゼ

樹

立

す

る

こ

ど

が

出

來 

る

。

即

ち
t
 %

て
の
主
麻
_
獄

0
^.
興

へ

ら

れ

た

，る
.

)

.

定
最
？
見
な
け
：れ
ぱ®

ら

摩S
。

從

つ

て

主

觀

的

欲

璲■

の

欒

化

を

以

づ

て

直

ち

杞

惯

値

^

^

の

根

源

名

な

す

敬

ハ 

j

は
出
來
な
い
'。
^
^
前
忙
述
べ
*
客
_
的
0riormal:

な」

欲
0

と
見
倣
し
て
し
も
5
.

の
：で
あ
る
。

こ

、
に
於

V

!*. 

値
變
化
を
說
御
ぜ
ん
！，
2

は
>

何

等

が

異
-0
'

た
方
法
^

取

： ゝ

.
ぶ
ね
ば
な
&

ぬ
。
.

-

 

,ニ
個
.

—

の
财
：が

同
1
.

の
價
を
有
し
正
し§

も
0

ど
し
て 

交
換
さ
れ
名
枝
は
、.
'

此
等
爾
者
®

總
费
用
额——

委

し

■

| 

ぐ
云
へ
ば
勞
働̂
:
.
*

用

>
3
::§
:

^

目
^

^

0

5

.̂5

.が
全
ズ 

一
等
し
く
な
け
れ
ば.な
、ら
な
い
':
0

か
ぐ
客
»

的
^
僧
値
判 

\

斷
を
求
め
た
最
«

の

者

は
>
1̂
身
5 M
a
g
n
u
s

ベ1
:1
9
3
-

 

1
200
0)

で
.あ
る
。

û
A
r
i
s
t
o
t
e
i
e
s

5r
以
つ
て
/'
，
間
の 

主
觀
的
欲
望
に
立

脚

せ

.洛

主
>»
—

の
創
；̂

と：

. 

■
す
る
な
ら
.ば
、M

a
g
r
i
u
s

ぬ
客
體
の
.本

質B
e
s
c
h
a
F
e
n
h
e
i
t

 

d
e
s
.

 o
b
j
e
k
t
s

を

目

標

と

せ

る

客

觀

的

價

値

說

の

削

始

智'

S
云
つ
て
も
差
閊
な
い
⑶
。

此
見
解
は
ス
コ
ラ
哲
學
，
の
全
盛
塒
代
に
は
相
當
、に
勢 

力
を
有
し
て
居
た
。
併
し
乍
ら
元
來
人
問
其
も
の
、
欲 

盥
は
如
斯
一
定
の
規
矩
に
入
れ
て
考
へ
得
ら
る
、
も
の 

で
な
い
。
加
ふ
る
k

十
三
世
紀
.以
後
漸
く
經
濟
狀
態
の 

進
歩
に
連
れ
て
典
價
値
判
斷
も
次
第
令
々
に
祓
雑V

な 

b
、
日
常
取
引
交
換
の
業
務
に
於
て
も
眾
な
る
柚
象
的 

の
價
値
剑
斷
に
て
は
到
底
ょ
く
論
斷
す
る
»
,
が
出
來
な 

く
な
つ
た
。
此
間
の
葛
藤
を
解
決
せ
ん
ズ
し
て
努
力
し 

た

る

を

力

，
の

 

T
h
o
m
a
s

<J

o
n A

JQ<uihus 

(
1.22

 

ハ
 

order 

1
2
2
7
-
1
2
7
4
)

で
あ
る
⑷
。

註

一

、

前

揭

p

o

p

a

r

t
 p.

 

^

ょ
リ
孫
引
な
リ

c

 

,

' 

’雙

、

現

祖

に

於

て

如

种

思

想

換

言

す

れ

ぱ

装

督

敎

的

思

想

の

再

'び 

興

ら

ん

と

し

つ

、
あ

る

の

で

は

わ

る

ま

い

か

ー

個

の

疑

問

と
|

.

弋

こ

、
苁

附

記

し

て

餃

く

。

■II
*
.三
、

前

揭
 

K
a
d
n
a
:
.

 -

 

S

 

‘ 5
3
.

E

四

、

福

提

士

「

ト

マ

ス

、

ダ

知

ノ

の

經

濟

舉

說」

c
ei
c

宠

經

濟

學 

.

研

究

坤

會

、

六

三

九

ィ

六

七
^

凤)

.

參

照

。

.

, 

p
o

v
e

r
t

y

 

H
u

m
i

l
i

t
y

,

 

C
e

l
i

b
a

c
v

 

の

三

，つ

を

此

.[
1

も

な

_-
*.
.
- 

.

.

.

.

. 

:i 

:ク
-
.
-へ.
-
?
:
.
.

第

十
二
卷
‘ 

(

3

九
三)

' 

雜

錄
經
濟
條
値
論

き
高
%
匕
せ
る 

Monasticism. VJ、

，

property 

を
欲
し 

L
i
b
e
r
t
y

を
渴
望
す
な
人
诎
本
來
の
性
®

S
梠
去
る
こ 

’ 

S餘

ぅ

に

，甚

し

炉

0
た
。
.加
ふ
る
に
科
學
的
知
識
の
發 

達
は
.過
去
を
尊
:®
す
る
，觀
念
を
漸
次
に
打
破
し
去
つ 

一
た 

o R
o
g
e
r

 

B
a
c
o

3.(I2
r
4

 

?_ム
2
9
4
)

に
侬
つ
て
稱 

へ
ら
れ
た
學
問
研
究
の
三
大
方
法
.、(

一
)

現
象
を
の
も 

の
、
精
密
な
る
觀
察
。(

ニ)

實
勝
。(

三)

科
學
晚
器
具 

scieritificfapparaiuŝ

 

.等
味
神
に
對
す
^
信
#-
に

代

ふ 

一
に
自
然
に
，對
す
る
窮
理
心
を
•示
ず
も
，の
に
外
な
ら
な 

\

い
。
こ
、
に
4
、て
か
法
皇
併
认
に
僧
侶
の
み
，の
獨
占
で 

\

，ぁ
つ
た
宗
敎
も
、
も

つ
ビ
自
由
な
非
形
式
的
な
も
の
に 

|

變
ら
ざ
る
を
得
な
い
o
a;
K
0.
©■
潮

の

變

化

は

^
ら
ゆ 

I

る
方
面
に
其
影
響
を
及
ぼ
す
。
當
時
の
宗
敎
思想

を
：#
'

 

.
も
ょ
く
語
れ
る
も
.の
は
か
の
英
w
^o
詩

人

Alexander 

P
o
p
e

 f 
1

6
0 0

-8
-17

4
4)

11)

の
詩
ス
cj
'a
l’
v
e
r
s
a
l

 prayers 

で
..
 

ぁ
る
o' 

.

F3ther

'rot 

all 

”
S-every a

g
e
,

.

、ぃ
,

.

笫
十
i

 

\ 

5

七



P:ブ，- ' . - つ ■ 而 娜

pj

u

狭伯値調

I
n

 
e
v
e
r
y
-
.
C
H
n
i

n>-
a

d
o

r
e

d
,

B
y

 saint, 
b
y

 

s
k
vvpand 

b
v

 

sag、 

j
s
o
v
a
>

 Jove, 
or J

b
r
d

 

一
 

H
&
.
O
C

 

great

ンFirst Cause, least .understood.. 
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 m
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斯

の
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く
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.變
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理
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れ
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：.：：バ

.
{〇
八」

'

.

:f
c

«

A

■
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^

^

:忙
«
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黉
際
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杧
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す
る
や
ぅ
に
？

た
。人
支

本

S

性

質
ぁ

る

が

ま 

、
£

■

察
ず
れ
ば
、
5

の
主
觀
的
欲§

5|な

吝
も
の
は
.
. 

決

し

てf

定
不
變
の
も
の
で
は
な5 
0
こ

>に
於
て
か
.

:

異
な
つ
た

Jy
場

.に
注
目
す
る
學
者?:
生

す
5
R
,

M
,
o
X 

H
e
i
n
r
i
c
h

 

v
a
n

 

L
a
u
g
e
s
t
e
i
v

は
人
問
の
欲
盤
は
各
；々 

其
A

場
を
異
に
す
る
に’從
.つ
：て
、
其
類
の
闻
じ
ぐ
'
aパ 

こ
^

R
 
注
意
し
、

B
l
a
n

 

fir 3
0
0
-1

3
5

00)

は
.富
#

の
欲 

望
匕
貧
者
.の
欲
爾
と
は
同」

財
に
..對
し
T

も
其
程
度
ト 

異
R

し
、
從
o.

て
^
憤
餘
判
斷
も
明
に
異
る
_こ
，ど
'に
«

 

意
し
た
。
彼
は
欲
0
*滿
足 B

e
d
a
r
f
n
i
s
=
b
e
f
r
i
e
a
g
u
n

aQV
0
. 

羞
違
の
程

度

紀

其
|

點

を

求

，め
.や
ぅ

と

試

み
5
リ
。

：，•
 

若

し

同1

物
の
價
値
判
斷
.が
人
?:
.異
に
す
る
每
に
> f.l 

定
し
な
い
と
す
る
な
ら
ば
客
觀
的
な
る
生
產
费
用
の
み 

を
以
て
物
'を
評
惯
す
る

こ

^
；は
不
可
能
で
ぁ

る

。
何

*

念

疼

代

を

ベ
_

_
的

な

る

藤

：测
«

の

电

/.
«

を
^
め

：

」

な

け
.れ
ば
.な
ら
?:
い
で
-さ

も

な

け

れ

ば

極

め

て

主

说

的

.な
る

人

間

の

欲

邀

比
‘其

.':
*

礎

を

置

が

な

げ

れ

ば

な

ら

な

い
(3
)
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.' 

.

.

.

.

. . 

. 
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、
■

以
上
述
べ
た
手
段
め
.外

に

は
pi
是
等
兩
遨
を
折
丧
す 

.‘る
方
法
が
あ
る
ば
か
り
で
あ
，る
。
斯

く

て

價

値

論

の

 ̂

流
％
.他
.の
すV

て
の
社
會
的
潮
流
ど
同
じ
く
、R

g
a
l
v

 

s
a
n
c
e

の
時
期
が
到
來
1

%
の
で
あ
る
(4
)

0
こ
れ
即
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世
紀
め
啓
蒙
思
潮A

u
a
k
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r
u
n
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あ
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b
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此
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値
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於

け

る
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觀

客

觀

兩

派

^
識

爭

は

最

近

，に

ま 

で
及
ん
で
;,
»
>る
こ
と
は
後
|:
述
ぶ
る
通
り
で
あ
る
が
、
經
濟
學 

が
純
然
:̂

る
荪
觏
的
に
な
リ
得'ざ
ゐ
こ
と
4 .
説
す
る
一
嘴
ぐ
め 

る
と
思
ふ
。
郎
ち
經
濟
播
が
.嚴
密
方
る
自
然
科
擧
例
へ
ば
物
理 

羅
等
の
如
く
な
り
得
ざ
る
こ
と
か
ー
ポ
す
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
即 

ち
斯
摩
が
人
間
の
關
與
す
る
堪
問
と
し

V
、

自
然
科
學
を
は
全 

然
別
個
の
方
而
に
立
脚
す
る
所
以
で
あ
る
。
此
顼
に
關
し
て
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後
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览
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委
し
く
述
べ
る
嵇
リ
で
あ
る
。

'独
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濟
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.
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n
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a
c
c
H
a
v
e
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實
際
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依
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さ
れ
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u
r
i
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摩
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全
然
翁
祭 

版

見

地
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か

&
:
1
;
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：價

値

間
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を

硏

究

し

气

當
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.
だ
確
然
ミ
主
®

的
價
値
說
を
生
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す
る
.者
無
き
fi
l
l
に
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先
之
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說
：へ
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G
e

-g.
n
i
a
n
o
:
M
o
n
t
a
n
a
r
i
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N
i
c
h
o
k
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B
a
r
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o
n

等
の
先
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*

と
な
つ
た
◊ 

併
し
乍
ら
未
だ
全
然
主
觀
派
の
勝
利
杧
歸
し
た
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'
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o

か
0
;
ネ
ト
ァ
贺
學
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：自
然
法
#
說 

c
h
t
t
h
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o
r
i
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J
o
h
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o
q
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1
6
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じ
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現
れ
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た
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c
k
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永
い
問
其
時
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し
て
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^
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若
し
告
人
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其
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用
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ん
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す
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も
0

を
正
し
く
評
價
し
*>
'
其
费
用
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純
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为
る
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然
に；
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負
，ふ
所
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も
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ず
る
か
、
或
は
勞
働
に
負
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所
の 
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の
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ず
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ふ
に
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は
：
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の
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る
の
で
.
.あ
ら
ぅ
.

：

t(2
)
'
^
_
'
_
. 

S

 

L
'o
c
k
eの
言
で
ぁ
る
。
斯
く
し
て
彼
は
勢
働
の
分14
に 

依
つ
て
價
値
の
高
下
を
定
む
る35
勞
働
愤
値
說
を
@
然 

權
的
舰
念
の
下
に
交
換
愤
値
ビ
結
合
せ
ん
ど̂
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摄
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⑶
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潮
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翁
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價
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I
形
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す
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し
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內
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o
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n
d
i
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濟
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濟
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&
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I
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;
7
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。
又
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太
刺
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n
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o
n
i
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G
e
n
o
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v
e
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I
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-
;
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饅
れ
た
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M
e
r
k
a
n
t
i
l
i
s
u
m
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の 

論
家
で
あ
る
が
、
彼
は®

値
は
財
の
效
用
性
に
莳
接
比' 

伋
し
、
財
の
稀
少
性
^
逆
比
例
す
る
ど
な
し
て
數
學
的 

形
式
に
作
り
上
げ
ぬ
。

：

.是
等
の
規
實
的
意
«

R
重
き
を
置
；い
^
學
說
&

ス
.ロ 

' 

R

l

i

e

:
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時
代
0
產

物

‘で
あ
る
が
^

是

等
;0
學
說
は

人

間

の

理

想 

猶

信

仰

を

絕

や

す

に

預

：：つ
て
カ
が

6
.つ
た
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前
忙
述
べ 

た
る
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方 Nicholas B
a
r
b

0
n
(
I

6
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?
-
I
^
s
}

(5)
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如
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^
抽
象
询
^
鐵
ど
：具

驗

猶

欲

望

ぷ

の

間

に

嚴

然

?2
る 

.區
別
を
な■し

主

觀

的

價

値

論

，を

稱

ふ

务

者

あ

れ

ば

’

他 

方
に
は
合
理
的
經
濟
論
者
た
る
ぜ

w
m
i
i

 

p
e
f

(1023-16
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)

の
如
き
客
舰
論
翁
あ
ら
、
混
沌
と
し
て 

其

歸1

す
る
所
を
知
ら
•な
い
。
こ
れ
即
ちR

s

p'iŝ
ance 

の
生
ん
だ
弊
害
で
あ
つ
て
、
■餘
办
に
現
實
主
義
餘
い
に

.

生

、智

主

鐵

に

傾

い

衣

、
め
.ヽ

之
^

澍

す

る

反

感

又

，は

反 

勘

土

な

つ.て
.峻
嚴
な
利
他
的
犠
牲
の
精

_
が
起
.つ
た
當 

峙
の
社
會
思
想
と
軌
を」

に
し
て
居
る
。’：僧

仰

の

、
復

活

。 

理
想
主
_
の
苒
興
.；
'0
古
き
思
想
は
新
し
‘き
形
を
以
つ
て
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値
說
R
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於
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i
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f
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と
し 

て
ス
コ
ラ
學
派
の
思
想
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ボ
に
«
い

て

«

«»#
代
 

の
價
値
問
«
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論
じ
た
o

又
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道
ま
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u
m
a
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i
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\ 
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自
然
權
學
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e
c
H
s
c
h
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丨j 
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復
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た
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じ
た
學
說
は
伊
太 

利
の
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u
g
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び
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繼
者一 

の
價
値
論
で
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る

。
ハ
引
い
.て
十
八
世
紀
に
於
け
る
自
由 

M
想
家
た
•
る
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0
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I
7
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價
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値
論
も
ス
コ
ラ
學
派:0
渐
，し
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'
弑
み
で
ぁ
る
£
0
、
.

斯
く
主
觀
派
客
«

派
.併
び
存
レ
て
S

に
論
淨
し
遂
に 

は
一
方
英
音
利
疋
統
學
派
た
る

s
m
î
R
i
c
a
r
d

vp. 

M
i
l
l

 

及
び
其
價
値
»-
-̂
.I
I

^
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a
r
r
M
'
a
I

 ̂
等

の

客
• 

%

h
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(

1
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九
^

' 
:雜
‘
.
:
錄

經

I
®
.

値

論

、

觀
派
僵
値
說
.あ
る
^
共
に
他
方1/

e
n
t
h
a
m
,

 
J
e
v
o
n
s
,

 

K
.

 

M
e
n
g
e
l
.
)

 

W
a
l
r
a
s
'
G
a
s
s
e
n
,

.wd
h
m

 

B
a
w
e
r
k
,

、等
の
主 

觀
論
激
必
り
、
ie
R

是
が
rr

'
衷
を
試
み
ん
ビ
す
る
潘
に 

D
i
e
l
,

 

M
a
l
i
,

 

L
i
e
f

'-B
a
n
n
,

等
の
巾
|!
3

說
ぁ
1
 
现
在 

に
至
つ
た
.
の
で
ぁ
る
。
' 勿
^

^

f
*

の
說
が
相
併
ん 

で
說
へ
ら
れ
て
居
る
譯
で
は
な.い
。
客
觀
的
價
値
»

は
，
 

M
a
r
x

以
後
殆
ダ」

沒
落
し
法
々
現
在
に
於
て
は
略-
主
»「 

派
の
勝
利
^
,
歸
し
'て

居
-6
乙

ぐ

は
前
述
の
.如
ズ
で
*:

經
濟
學
のr

の
#
學
ビ
し
^
.
、^ ;
く
と
も
科
學
6
じ 

き

體
;«
:̂

具
'へ
た
0
ば

p
^
s
i
o
k
m
t

以
後
で
あ
る
タ
從 

つ-て
«
立
せ
み
經
濟
惯
値
論
は
こ
れ
以
後
に
视
れ
た
ビ 

云
へ
つ
_
.
て

も

い

、

。

少

く

と

も

純

粹

な

經

濟

理

論

の

下

に

.
 

現
れ
て
'居
る
^
云
.へ
る
o
余
は
以
T
®
を
敗
め
て
s

r
 

y
s
i
c
k
r
a
t

以
後
の
價
値
論
の
大
體
の
傾
询
を
贶
ひ
、
進 

ん
で
观
茌
の
價
値
論
柃
及
ば
ん&
觀
す
る
叹
ゼ
る
巧
密
パ
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擧
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註
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&
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独
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、
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へ
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ハ未
莠

繼
逸
社
會
主
義
の
ニ
傾
向 

'

,
隊

部

#

,
助

•■
:■

■|3
逸
社
會
民
主
鐵
め
藤
史
を
通
_
せ
し
入
；2
は
、
其 

間
1
1箇
：の
傾
向
煳
知
只
贫
眞
1
.文

字

：
に
：終

極

目

的

を

實
 

瑰

せ

ん
.
1
.る
：傾.向
芩
所
謂
ヽ
現
實
其
潘
に
執
着
す
.る 

傾

向
0'
:*
す

，る
，

j

ヾ
し
を
認
む
る
を
得
.る
の
で
あ
る
、
先 

‘，づ.
5
^

の
傾
向
亿
就
き
て
見
る
に
同
黨
初
期
の
.歴
史
は
.

最
近

「

ラ
ッ
ド
ロ
フ

•」

の
！方
つ
，た
如
く
極
め
て
挪
想
的
即 

ち
終
始
目
的
に
到
達
せ
ん
と̂，
る

絡

カ

^

充

ぢ

た

も

の
 

で
、
之
れ
を
當
時
の
人
物
に
求
む'る
時
は「

力
r

w

、-

マ

ル
ク
ス」

と
か
、「

プ

リ

ー

ド

リ

.
ッ

ヒ

ヽ

エ
ン
ゲ
ル
み

」

ど
か 

「

ァ
ゥ

ダ
ス

ト
、
ベ
.
丨

べル」

の
*1
き
所
謂
社
#
ヰ
|
|
上 

に
於
け
る

「

口
マ
ン
チ
ヶ
ル

」

で
.あ
る
.、
M
に
之
れ
が
思 

想
上
の
寒
礎
を
な
ぜ
る
も
'0
.は
千
：八
西
四
十
七
.年
£
於 

け
る
共
產
主
肩
の
：宣
#:
書
_

八
瓦
九
十
一
年
に
於
け 

，る「

ェ
ル
.ス
^
ト」

の
«1
曾
.民
.主
*
官
|昌
書
で
あ
..な
、
殊
...

 

,
R前
書
が
當
時
の
社
會
主
義
に
と
b
て一

個
の
信
條
S 

f
 
,
革
命
の
綠
火
ミ
見
做
さ
れ
た
所
以
は
、
其
賢
、當 

時
に
於
け
る
獨
逸
.0
資
本
主
_
な
る
‘も

.
の

が

殆

ん

ゼ

有
 

名

無

實

の

狀

態

を

呈

し

て

ゐ

％
、

，
と

が
之
れ
が
有
力
な 

源
因
で
あ
る
、
現
に
之
れ
が
一
面
を
緣
明
す
る
も
の
は 

千
.八
W 

g+
八
年 
の 
革
命
ャr

此

^

^

た

る

や

一

般

人
 

民

虹
;1
6
て

な
^
.れ
^
も
0

^
評

し

得

る

洛

、

決

し

.て 

社
會
生
義
的
無
兔
者
階
級
杧
よ
？
て
齋
ら
さ
れ
た
も
の

で
は
な
_
|の
で
あ
る
、：
然
を
に
以
上
0
理
想
熵
態
度
を 

排
し
て
實
際
的
意
義
を
重
ん
^
る
.傾
向
は
漸
次
同
潔
め
’
 

內
部
：に

發

生

す

る

に

至
.殊
に
此
點
を
最
も
鮮
明
に
..

现
は
し
た
も
の
似
千
八
西
九
十
年
っ
工
,
フ
ル
ト
U

の
社 

會
民
主
黨
大
會
に
於
け
る
ゴ
フ
ォ
ル
マ
ダ」

の
所
論
で
あ 

る
、
此
所
論
の
挺
旨
は
若
、
社
看
民
主
霉
を
し
て
其
主 

張
を
質
徹
せ
し
む.る
爲
め
.に
社
：只
だ
»

和
潍
想
の
夔
に 

憧
憬
す
る
て
と
を
止
め
：：て
？
實
際
上
世
を
動
か
.す
に
足 

る
勢
カ
を
有
す
:5

乙
と
が
必
要
で
あ
る
せ
云
ふ
の
であ 

る
、
而
し
て
此
言
說
が「

ベ
ー

ペ
ル」

^
ょ
ら
て
批
難
攻 

擊
せ
&
れ
た
に
不
拘
、
爾
來
、
此
傾
洵
は
益
々
甚
し
&
 

を
.加

ひ「
V

ル
ン
ス■
タ

ィ

ン」

の
如
き「

ド
ク
ト
ル
、
ダ 

グ
ィ
ー

ド」

の
如
き
織
ん
に
、
ょ
り
ょ
き
將
來
ょ
り
も
、 

ょ
ら
ょ
き
現
茌
に
着
目
す
る
の
必
耍
を
論
ず
る
の
士
が
、
 

帮
出
す
る
に
至
つ
だ
の
であ
.る
、
而
し
て
彼
等
が
眾
に 

終
始
目
的
を
麥
み
る
を
以
て
非
•な
か
と
し
た
有
力
な
理 

由
は
.「

マ
ル
ク
ス」

-.等
の
主
張
が*

後

に

'
發

生

せ

し

幾
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ち
辱
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事
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ミ
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指
摘
せ
ら
れ
た
も
の
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)

晨
業
上
^
於
け
る
爪
經
營
が
自
然
的
，に
發
滅
す
と
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な

t
は
學
理
上
、確
論
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稱

す

る

.
を

得

ざ

そ

J

ミ
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澇
働
の
機
會
を
求
^
る
こ
？
備
は
ざ
る
勞
働
潘
の
益
 々

大
な
る
#
至
る
可
し
ヒ
の
«
論
M
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凝
圓
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餘
地
存
す
.
 

る
ミ
と
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資
本
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級
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聞
祀
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る
©
級
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亦
近
世
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會
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せ
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身
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む
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至
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笑
©
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正
當
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あ
ふ
ざ
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こ
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經
濟
御
恐
憐
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梦
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尙
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す
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-
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吻
說
妳
學
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4
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